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建設の波がおよび，紀元 3 世紀に後期ローマ帝国の機構の中に吸収されるまで，およそ 1000年余にわ
たる命脈を保った。その間，ギリシア人はポリスでの国家生活の経験にもとづき，独特の国家理念-






る。すなわち，前篇では，「ポリーテイア J (市民団=国家，国制，市民権)が「デーモス J (地縁共
同体，民衆，民会)を核として形成され，続いてポリス市民によって混合政(これもポリーテイアと
























































紀元前 4 世紀以降には，ポリスの弱体化の対応策として，「平和J (エイレーネー)の理念のもとにポ
リスの連合が形成されるが，この結合を永続的制度とする努力がはらわれる。それが「コイノン」
(連邦)であった。(コイノンは本来「共同のもの」という意味であるが，同時にそれには「デーモ
ス」と同じように村落，村落の連合，民衆，民会等の意味も含まれていた。)連邦としての「コイノン」
は総会をもつが，それは各ポリスの個別的利害を超えて連合体の全体のことについて議する立場にあ
った。したがって「コイノン J は，それを構成する個々のポリスの単なる集積ではなくて，総会にお
いて「自治」と「全一性」を保持する単一体であると考えられた。本論文はこのような「コイノン」
を拡大されたポリス理念と規定する。すなわち「コイノン」の総会はポリスの「デーモス J (民会，
民主政)に相当するものであったと把握されているからである。
ヘレニズムの王朝国家も自国内にギリシア人の「コイノン」を包含し，コイノンを通じて彼等を支
配した。その限りでは，ギリシア人はポリス的国家理念を維持し，そのもとに生きていた。ヘレニズ
ム諸国に代ってギリシア人を支配することになったローマ人も， 「コイノン」に対する関係を継承す
る。
ギリシア人はローマ国家をポリスの理念の枠組で眺め，ポリュピオスのようにローマを理想的な混
合政体Yとしてとらえた。しかしグラックスの改革によるギリシア=ポリスの国家理念一一民主政と連
邦国家一一の導入は成功せず\ローマは帝政に帰着する。それにもかかわらずギリシア人は，紀元 2
世紀においても，彼等の連邦をモデルとして，なおもローマ帝国を「コイノン」であると見ょうとし
たのである。
以上のように本論文は1000年にわたるギリシア=ポリスの国家理念の変遷を「デーモス」から「コ
イノン」一一拡大されたポリス理念一一ーへの発展としてとらえ， しかもこの発展が根本的には市民的
国家理念によっ.て貫かれており，連続性を維持していたことを論証し，通説におけるギリシア=ポリ
ス理念史像の改訂をうながしている。
論証に際しての史料批判，研究文献・研究史の再検討もきわめて着実で、あり，独創的な構想が級密
で堅実な研究手続きの基礎の上に構築されていることも，本論文の価値を高めている。
しかしながら，敢えて望萄の感を述べるならば，次のような諸点が指摘されよう。ポリス理念に関
しては，古典期ギリシアの国家哲学および法理念について優れた研究がすでにおびただしく発表され
ている。これらの研究についても本研究が触れ，自説の位置づけを明確に示すことが必要で、あろう。
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また，ペロポンネーソス戦争がポリス理念の転換に与えた史的意義についても，強調されることが
望ましかった。
さらに， 「コイノン」をローマの「レース・プーブリカ」と対比するに当り，ローマ人の国家理念
に対する探究を深化するならば， 「コイノン」のギリシア的独自性がいっそう明確に示されたのでは
なかろうか。
このような指摘にも拘らず，本論文が優れた独創的研究であることは疑いのないところであり，文
学博士の予位請求論文として十分価値あるものと認定する。
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